
議決権行使レポート 

 

証券コード 5352   

会社名  黒崎播磨株式会社       

 

 賛成 反対 棄権 

第 1号議案 剰余金の配当の件 〇   

第２号議案 取締役 9名選任の件 〇   

江川 和宏氏（再任） 〇   

吉田 猛氏（再任） 〇   

小西 淳平氏（再任） 〇   

竹下 正史氏（再任） 〇   

奥村 尚丈氏（再任） 〇   

福田 佳之氏（新任） 〇   

西村 松次氏（再任） 〇   

道永 幸典氏（再任） 〇   

成田 雅子氏（再任） 〇   

第 3号議案 監査役 4名選任の件    

本田 雅也氏 〇   

後藤 貴紀氏 〇   

松永 守央氏 〇   

大格 淳氏 〇   

第 4号議案 補欠監査役 4名選任の件    

梶原 宏介氏 〇   

藤野 卓之氏 〇   

江副 春之氏  〇  

久保田 等氏 〇   

 

上記の推奨をした理由 

 

第 1号議案 

 ISSの議決権行使基準では  

① 十分な説明がなく、配当性向が継続的に低い場合   

② 配当性向があまりに高く、財務の健全性に悪影響を与えうる場合  



に該当しなければ原則として賛成を推奨するとある。すなわち配当性向が 15％～100％の

場合は賛成を推奨するということだ。ま

た、GLASS LEWISの議決権行使基準で

は、原則的に企業の配当金の方針を支持す

るとある。黒崎播磨の配当は 30％程度を

安定的に推移しているため、①②には抵触

しない。以上より第 1号議案には賛成であ

る。 

IR bank 5352 黒崎播磨 | 配当金の推移 (irbank.net) のデータより作成 

なお 2024 年はこの議案が可決された場合の年間配当性向である 

 

 

第 2号議案 

 

まず、企業全体の視点から審査する。過去の ROE の推移を見るといずれも 7％を上回っ

ており問題はない。したがって、再任

候補者の業務面の能力は十分であると

考えられる。取締役会の構成を見る

と、独立役員である社外取締役が 3分

の 1を占めており、うち一人は女性で

あるので、問題はない。次に個々の候

補者を審査する。選任の際に考慮すべ

き点は 

 

 

IR bank 5352 黒崎播磨 | 会社業績 (irbank.net) のデータより作成 

 

①過度な株式保有をしていないか 

②不祥事の有無 

③取締役会の出席率 である 

いずれの再任候補者も①②③において問題はない。よって選任に賛成する。福田佳之氏は

唯一信任であるため、①②③に加えて経歴にも注意を向ける。①②③において問題はな

く、経歴についても日本製鉄の名古屋支店長、執行役員を歴任し、黒播築炉株式会社代表

取締役社長を兼職していることから、経営の監督に適していると判断できる。よって選任

に賛成する。 
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第 3号議案 

 

監査役の構成について松永氏と大格氏は独立社外監査役候補なので問題ない。個々の候補

者について審査すべき点は 

①不祥事の有無 

②監査役会への出席率 

③監督能力 

である。経歴から、①②については全候補者に問題はない。本田氏、後藤氏、大格氏は会

社経営に携わった経験があるので③に問題ない。松永氏は直接会社経営の経験はないが、

工学に関する専門知識を有しているため、学者の立場から俯瞰的に会社を監督することが

期待できる。したがって③に問題はない。以上より全候補者に賛成する。 

 

 

第 4号議案 

 

第 3号議案の①②③を確認したうえで、補欠として、職務を代替できるかを判断する。①

②については全候補者に問題はなく、③については梶原氏、藤野氏、久保田氏は第 3号議

案の候補者を類似した経歴を持っており補欠として適切だと考えられる。江副氏は第 3号

議案の松永氏の補欠候補であるが、松永氏が工学部の教授を歴任しているのに対して、江

副氏は市役所や男女共同参画センターなど、行政的な役職を歴任している。2022年 6月

から公益財団法人北九州産業学術推進機構専務理事を務めているが、学術的視点から監督

するには松永氏と比較して経験が不十分である。したがって江副氏にのみ反対である。 

 

 

補足 

 

個々の視点で見ると、おおむね適切な配役がなされているが、その構成を見るとやや多様

性に欠ける。なぜなら女性が全体を通して 1名しか選任されていないうえ、全員が日本国

籍であるからだ。インド市場を拡大している同社では特に国際的な視点が重要になってく

ると考えられる。さらに多様性に富んだ選任を来期に期待したい。 
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